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本
案
を
次
の
と
お
り
提
出
す
る
。
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議
員
提
出
議
案
第
八
号

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
取

組
み
を
推
進
す
る
決
議

一
九
四
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
か
け
、
多
く
の
日
本
人
が
不
自
然
な

形
で
行
方
不
明
と
な
り
、
日
本
の
当
局
に
よ
る
捜
査
や
亡
命
北
朝
鮮
工
作
員
の
証
言
に

よ
り
、
こ
れ
ら
の
事
件
は
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
の
疑
い
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

二
〇
〇
二
年
九
月
の
第
一
回
日
朝
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
北
朝
鮮
当
局
は
初
め
て
拉

致
を
認
め
謝
罪
し
、
再
発
防
止
を
約
束
。
同
年
十
月
に
は
、
五
名
の
拉
致
被
害
者
が
二

十
四
年
ぶ
り
に
帰
国
し
た
も
の
の
、
安
否
不
明
（
国
が
認
定
し
て
い
る
十
二
名
）
の
方
々

に
つ
い
て
は
、
未
だ
に
北
朝
鮮
当
局
か
ら
納
得
で
き
る
説
明
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
な

お
全
て
の
自
由
を
奪
わ
れ
、
長
き
に
わ
た
り
北
朝
鮮
に
囚
わ
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
、
現

在
も
救
出
を
待
っ
て
い
る
。
日
本
政
府
は
、
帰
国
し
た
五
名
を
含
む
十
七
名
を
北
朝
鮮

当
局
に
よ
る
拉
致
被
害
者
と
し
て
認
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
他
に
も
、
日
本
国
内
に
お

け
る
日
本
人
以
外
（
朝
鮮
籍
）
の
拉
致
容
疑
事
案
や
、
「
い
わ
ゆ
る
特
定
失
踪
者
も
含

め
拉
致
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
事
案
が
あ
る
。
」
と
し
、
拉
致
の
可
能
性
を
排
除

で
き
な
い
失
踪
者
は
約
九
百
名
近
く
い
る
と
言
わ
れ
、
大
阪
府
内
で
の
特
定
失
踪
者
と

し
て
十
九
名
が
リ
ス
ト
公
開
さ
れ
て
い
る
。

日
本
国
内
で
は
、
一
九
九
七
年
に
拉
致
被
害
者
の
御
家
族
に
よ
り
「
北
朝
鮮
に
よ
る

拉
致
被
害
者
家
族
連
絡
会
（
家
族
会
）
」
が
、
二
〇
一
七
年
に
は
特
定
失
踪
者
（
拉
致

の
疑
い
の
あ
る
失
踪
者
）
の
御
家
族
に
よ
り
「
特
定
失
踪
者
家
族
会
」
が
結
成
さ
れ
、

被
害
者
の
救
出
を
求
め
る
運
動
が
展
開
さ
れ
、
二
〇
二
一
年
九
月
末
に
は
千
五
百
万
筆

を
超
え
る
署
名
が
総
理
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
。



国
に
お
い
て
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
は
、
我
が
国
の
主
権
及
び
国
民

の
生
命
と
安
全
に
関
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
国
の
責
任
に
お
い
て
解
決
す
べ
き
最

重
要
課
題
と
位
置
付
け
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
は
、
世
論
の
一
層
の
喚
起
が
不
可
欠
で

あ
り
、
特
に
若
い
世
代
に
拉
致
問
題
は
歴
史
で
は
な
く
、
現
在
進
行
形
の
人
権
侵
害
か

つ
犯
罪
行
為
で
あ
る
こ
と
へ
の
理
解
促
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
の

下
、
内
閣
官
房
拉
致
問
題
対
策
本
部
及
び
文
部
科
学
省
か
ら
「
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
拉

致
問
題
に
関
す
る
映
像
作
品
等
の
活
用
促
進
に
つ
い
て
」
（
令
和
三
年
四
月
二
十
三
日
）

が
発
出
さ
れ
た
。
児
童
生
徒
が
拉
致
問
題
に
つ
い
て
深
く
認
識
し
、
人
権
問
題
と
し
て

考
え
る
契
機
と
す
る
た
め
、
ア
ニ
メ
「
め
ぐ
み
」
の
学
校
等
に
お
け
る
上
映
を
促
進
す

る
よ
う
に
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
学
校
等
の
関
係
機
関
に
周
知
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
阪
府
教
育
庁
に
お
い
て
も
、
「
府
立
学
校
に
対
す

る
指
示
事
項
」
に
日
本
人
拉
致
問
題
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
取
組
み
と
し
て
ア
ニ
メ

「
め
ぐ
み
」
を
事
例
紹
介
す
る
取
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
政
府
の
拉
致
問
題
対
策
本
部
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
、
全
国
の
中
高
生
を
対

象
と
し
た
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
り
、
こ
う
し
た
取

組
み
に
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
箕
面
市
議
会
は
、
一
日
も
早
い
拉
致
被
害
者
全
員
の
救
出
に
向
け
て
、
ア

ニ
メ
「
め
ぐ
み
」
の
上
映
、
「
拉
致
被
害
者
御
家
族
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
必
ず
取
り

戻
す
！
愛
す
る
家
族
へ
～
」
、
拉
致
問
題
啓
発
舞
台
劇
公
演
「
め
ぐ
み
へ
の
誓
い
ー
奪

還
ー
」
及
び
映
画
「
め
ぐ
み
へ
の
誓
い
」
の
視
聴
や
、
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
へ
の
参
加
、
拉
致
問
題
関
連
書
籍
を
読
む
こ
と
等
を
通
じ
て

拉
致
問
題
を
知
り
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め

の
取
組
み
を
推
進
す
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。
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